
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

◎開催日時：2024年5月12日（日）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分
◎開催会場：国際交流センター・レセプションルーム
　※ソフトドリンク等の持ち込み可

◎参加費：￥1,500、※高校生以下 ￥500
　※手の消毒、マスクのご持参をお願いします。
　※音友レコード倶楽部ＰＲ動画配信中
　※詳しくは「音友会」のホームページからお問い合わせください。

▶ https://ontomo.jp

16世紀末のルネサンス期にイタリア
で生まれたのが、歌と音楽で進んでい
く「オペラ（歌劇）」という演劇です。
ミュージカルは、オペラの影響を受け
て19世紀後半から20世紀初めにかけ
てアメリカで誕生した「現代演劇」で
す。歌以外の台詞で進行するオペラ・
コミックやダンスを融合したオペレッ
タからミュージカルへ発展したと言わ
れています。
ミュージカルは、ただお芝居に歌や
ダンスが入っているのではありません。
それでは単なる学芸会やお遊戯会で
す。「歌は台詞の延長」であり「ダンス
は行動の延長」です。つまり、台詞に
メロディーが乗せられ歌になり、行動
に振り付けをされダンスになったもの
が、演劇的表現の中に組み込まれてい
るのです。
ポップスは聴衆（あなた）が主役（二
人称）になりますが、ミュージカルは俳
優（自身）が主役（一人称）になるため、
鑑賞の仕方ひとつで楽しみ方は変わっ
てきます。
またミュージカルの最大の魅力は、
劇場という空間で、俳優の心と観客の
心が一つになれることです。観客は、
舞台の上で様々な人生を生きる俳優の
肉体を借りて、一瞬で劇の世界に遊ぶ
ことができる。どんなに時代や世の中
が変わろうと、人間の在り方は決して
変わらない。つまり、人間の愚かさも

含めて「生きることの喜び」「人生の素
晴らしさ」を演劇は伝えようとしてい
るのです。
そんな俳優たちの「歌」「芝居」「ダン
ス」を五感を通じて生身で体感できる
からこそ、生きている実感と感動が生
まれる。それが「ミュージカルの極み」
です。
そこで、初心者の方におすすめした
いミュージカルから、最初にご紹介す
る作品は『ノートルダムの鐘』です。
ディズニーアニメーション映画を舞台
化した作品で、作曲家のアラン・メンケ
ン氏と作詞家のスティーヴン・シュワル
ツ氏（英語版）が担当し、ディズニー・シ
アトリカル・プロダクションズで製作さ
れた最高傑作です。
2014年 と2015年 に、ピー ター・

パーネル氏脚本（英語版）とスコット・
シュワルツ氏演出によってアメリカ国
内で上演されましたが、最終的にブ
ロードウェイで上演されるまでには至
りませんでした。
日本の初演は、2016年に劇団四季
がピーター・パーネル氏脚本版を上演
し、以降劇団四季によって毎年上演さ
れ人気を博しています。
（つづく）

Shimakura Manabu

クロスオーバー歌手　島倉 学

島倉 学があなたに贈るミュージカルの世界へ

ミュージカル鑑賞の基礎知識

川崎市国際交流センター 川崎市生涯学習プラザ

第136回 ランチタイム・ロビーコンサート外国人のための就職活動セミナー

●予定曲
　モーツァルト
　弦楽四重奏曲  第14番 ト長調  K.387『春』

2024年5月12日（日）
Jazz Date（ジャズファンの集い）のプログラム予告

●お問い合わせ・お申し込み
公益財団法人川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
E-mail:soudan39@kian.or.jp

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団 総務室 総務係 ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560　E-mail: concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41
ホームページ https://kpal.or.jp/

5月生まれのミュージシャン、
スティーヴ・ウィンウッド

●日時：2024年5月18日（土曜日）10:00～12:00
●会場：川崎市国際交流センター 2F 団体活動ルーム
●講師：方貞華[ほう ていか]（宇賢教育学院院長）
●対象：外国人学生・外国につながる一般人
●定員：20名（先着順）　
●料金：無料
●内容：就職活動の基礎知識と流れ、マナー、
　　　  面接の実践とQ&A

出演：Ensemble le fleuve(アンサンブル ル フルーブ）
ヴァイオリン：五味俊哉　吉本彩子
ヴィオラ：鈴木真理恵
チェロ：池田信

[プロフィール]
1952年創立、昨年70周年を迎
えた神奈川県で2番目の老舗
オーケストラ、川崎市民交響楽団
で一緒に活動しているメンバー
です。会社勤務の傍ら、趣味とし
て音楽活動を楽しんでいます。

●日時：2024年5月30日（木曜日）12：00開場
　　　  ／12：10開演／12：40終演予定 
●料金：無料
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー

詳しくは、HPを
ご確認ください。

▼

CTIをご存知でしょうか？フュージョン、クロ
スオーバーに先駆け、難解と思われていたジャ
ズをより分かり易く商品化をする事に成功した
レーベルです。従って、正統派ジャズファンから
のCTIに対する評価は低いレーベルです。元々
はA&Mレコード内にレーベルとしてVerveの
敏腕プロジューサーであったクリード・テーラー
により創設されました。A&Mから始まるCTIの
軌跡を一緒に辿ってみます。

皆さんのCTIレーベルに対する評価は？

▲A DAY IN THE LIFE
　／Wes Montgomery

1948年5月12日はスティーヴ・ウィンウッ
ドの誕生日。
イギリス・バーミンガム出身のブルーアイド・
ソウル、ロック・ミュージシャンで今年76歳を
迎える。
以前、音友レコード倶楽部で紹介したトラ
フィックというイギリスのロックグループの中
心メンバーであった。
黒人音楽に強い影響を受けており、シン
ガー、キーボード以外にギター、ベース、ドラム
スも演奏できるマルチプレイヤーである。
在籍した主なグループはスペンサー・デイ
ヴィス・グループ、トラフィック、ブラインド・
フェイス、ジンジャー・ベイカーズ・エア・フォー
スなどがある。
ソロとしても活躍し、２０１１年にはエリック・
クラプトンと共に来日公演を行っている。

▲上記、サポーター記載は無料です。

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさきFM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会  「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー 5階　Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・コーヒー専門 MUI 中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビルB1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5940
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1　Tel.044-797-5692
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り）
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター 40１ Tel.044-433-2880
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・動物病院 シリウス犬猫病院 中原区木月2-10-6　Tel.044-789-9030
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7　Tel.044-433-4129
・音楽教室 PCK Music Studio（桂 宏美ヴォーカル教室） 中原区木月住吉町21-5 鈴木ビル3F-D　Tel.070-5597-2230
・ライブハウス パワーズ2 中原区木月住吉町21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室 Studio An（スタジオ・アン） 中原区苅宿4-48 　Tel.045-312-3146(横浜アオバ楽器)
●元住吉近郊
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
・喫茶店 ピアノ&ギャラリー　喫茶ループ 中原区田尻町58-２　044-589-5513
●武蔵小杉近郊
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そば あさひや 中原区小杉御殿町2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13　Tel.044-722-0024
・喫茶店 ショップカフェハット 中原区新城1-16-12　Tel.044-788-0116
●元住吉外郭・他
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860
●宮城県仙台/群馬県
・カフェ Antique cafe OLD TIME 宮城県多賀城市高崎2-16-3　Tel.022-309-6728
・音楽教室 PCK Music Studio 大泉スタジオ 群馬県邑楽郡大泉町坂田5-21-6　Tel.070-5597-2230

▲ノートルダムの鐘 
　（劇団四季初演オリジナル・サウンドトラック）

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
Light music & Jazz Date合同開催

■ 国際交流センター・レセプションルーム
■ 13：15開場/13：30開演
■ 参加費：￥1,500（高校生以下￥500）※詳しくは03面をご覧ください。

2024年
5月12日（日）の
プログラムは...

「ジャズファンの集い」と
「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」

副島雄二（そえじまゆうじ）：ベース奏者
197８年東京出身｡ウッドベースにはじめ
て触れたのは1２歳。中高はオーケストラ、
大学ではビッグバンド中心の大学生活を
送る｡卒業後も大学時代の仲間とピアノト
リオからビッグバンドまで様々な形式のバ
ンドでライブハウス､結婚式､ビアガーデン
など幅広いシーンでの演奏を経験。201８
年に｢Good Neighbors Big Band｣を立
ち上げ｡バンドマスターとして都内ライブ
ハウスでの演奏に加え､かわさきジャズ、
元住吉ミュージック･フェスティバルなど地
域のイベントにも積極参加し活動中。

国立音楽大学声楽科卒。劇団四季出身。
クロスオーバー歌手。近年は、クラシック・コン
サートのソリストやミュージカルのメインキャス
トで出演。
現在活躍中のプロ歌手をはじめ、有名ミュージ
カル俳優、ジュニアなど数多く歌唱指導。
ヴォイス・トレーナー歴22年を誇る。
現・島倉 学ミュージックスクール代表講師。
元・広瀬香美音楽学校客員講師。
元・劇団スーパー・エキセントリック・シアター
［アクターズコース］歌唱講師。
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わる人をネットワークしたい。演奏の場
を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押しが目的です。元住吉から世界に向けて配
信しています。登録アーチスト募集中！！ 演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信
希望の演奏動画を募集しています。（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）

3月の休日の午後、この日のレコード
俱楽部は久々に国際交流センターの
ホールでの開催となりました。この日
は102歳のトランペット奏者／バンド
リーダー、レイ・アンソニー楽団を筆者
のDJで特集しました。レイ・アンソ
ニーは1922年生まれのトランペット
奏者、バンドリーダー、アレンジャー、
作曲家、俳優です。1940 ～ '41年、オ
リジナル・グレン・ミラー楽団に在籍
し、戦後、自己のビッグバンドを結成し
ました。1950年代にはJazzyなビッ
グバンド演奏やダンサブルな演奏の
レコードを次々にリリースし人気バン
ドとなりました。あわせて自己のテレ
ビ番組を持ったり、ルックスの良さか
ら映画にも度々出演しました。2024
年現在、102歳で健在でおられます。
彼の1950年代後半～ '60年代前半の
レコードアルバムからその一旦を聴い
ていただきました。まずかつてのボス、
グレン・ミラーを忍んでミラー楽団のヒッ

ト曲集「I remember Glenn Miller」
（1954、写真①）からお馴染み"ムーン
ライト・セレナーデ"。ミラー楽団のオ
リジナル・アレンジに準拠しつつ、後
半、アンソニーのトランペットが絡む演
奏でオリジナルの再演ではない、アン
ソニー楽団の特徴を生かした演奏。
「Plays Dream Dancing」（1961、
写真②）はアンソニー楽団でヒットし
たシリーズで、「Dream Dancing」の
名が付くアルバムが数枚あります。本
アルバムはこのシリーズの最初の１枚
で、タイトルとおりダンス向けのアルバ
ムながら上品なアレンジで、この中か
らアルバムタイトル曲"ドリーム・ダン
シング"を。ジャケットデザインもお
金をかけたゴージャスなアルバム。
「Jam Session At The Tower」
（1956、写真③）はアンソニー楽団で
最もJazzyなアルバム。バンドのアン
サンブルをバックにRay Anthony
（tp）,  Ray Sims（tb）, Med Flory

（as）, Georgie Auld（ts）, Leo 
Anthony（bs）がソロを廻します。こ
のアルバムからお馴染み"パーディド"
を鑑賞。②とは対極の演奏。
最後は番外編とでもいうべき、日本
での録音を紹介しました。昭和42年
（1967）に小編成バンドで来日した
際、稲垣次郎（ts）、秋満義孝（p）、原田
政長（b）ら日本のジャズミュージシャ
ンと日本の歌をレコーディングしまし
た。「RAY ANTHONY in Japan」（写
真④）より石原裕次郎の唄で知られて
いる"夜霧よ今夜も有難う"。上記を含
め、全10曲を聴いていただきました。
元住吉ミュージック・フェスティバル

（MMF）を2週間後に控えたこの日、
MMF当日にレコード俱楽部のデモン
ストレーションをこのホールで予定し
ていることもあり、この日のレコード俱
楽部は調度良いリハーサルにもなりま
した。

Demura Katsuaki

出村 克明
Muhr Rumi

ムール 瑠美

Ohba Akihiro

DJ担当：大場 アキヒロ

脱線ニューヨーク滞在記

前号からの続き

コードのポジションでオブリを弾く A型

応援
「くじら座」日記

Course: Addicted to Guitar

Makino Kento

シンガーソングライター　牧野 憲人

Nagase Susumu

ブルースロックピン芸人　永瀬 晋

～海外から日本へドラム人生転機編～
ムールドラムスの女性講師コラム

特別寄稿07 連載14

連載90

連載72

いつもお世話になっております。今
月もギターを始めたばかりの方への攻
略コラムをお送りしていきたいと思い
ます。前回から新しく「オブリガード」
の内容に突入しましたが、チェックし
ていただけましたでしょうか（笑）。文
章だけですと音のイメージは難しいと
思いますので是非楽器を持ちながら
見ていただくのをお勧めいたします！
早速でございますが、今回はCAGED
のA型で行ってみましょう。このA型
のアプローチはリズム＆ブルース系の
音楽でよく使われますね。ブルージー
なフレーズのイメージで、ジミ・ヘンド
リックスの「Little Wing」を思い浮か

べていただくと良いかもしれません。
というわけで譜例です。今回使うコー
ドはA型のCですね。注意点として左
手のポジションが通常のA型のCとは
大きく変わりまして、譜例3拍目から
2，3，4弦を押さえる指を人差し指
セーハに切り替えます。そこから余っ
た指で2弦(4度)、3弦(2度)、4弦(6度)

の音につないでいくといった感じです。
譜例のように復音にすると結構オシャ
レになります。伴奏などで歌の隙間に
入れると非常にカッコよく響きますの
で是非お試しくださいませ！来月も別
のポジションをやっていきます！とい
うわけでまた次回！

前回、初めてドラムを教えることに
なった話からです。

入念にいろんなパターンを想定し
て、いざレッスンに行くとその日は3名
ほどの生徒さんがいました。
二人は小学生3年生くらいの男の
子、一人は牧師さんでした。
20年くらい前のことなのに不思議
と初めての子の顔も名前もはっきり覚
えています。メガネをかけた金髪の男
の子ダニエルくん。可愛かった！
やはり、日本語で教えるならまだし
もスウェーデン語で説明するのは大変
でしたが30分ずつのレッスンは思っ
たよりもとても楽しく、あっという間に
終わりました。
未知の体験だった1日臨時講師はと
てもいい経験になりました。

後日、ドラム専門学校から連絡が来
ました。小学生の男の子が私のレッス
ンをもっと取りたいと希望を出してき
てくれたとのことです。私はとても嬉
しくて仕方ありませんでした。
牧師さんも私の教えたエクササイズ
が楽しいとコメントをくれました。
ここからプレイヤーとしてだけでは
なくドラムをもっと教えてみたい！教え
るという道も楽しそうだと思い始めた
のでした。

今思えばこのきっかけがなければド
ラム講師という仕事をしていなかった
かもしれません。

そうこうしているうちに、住んでいた
近所の治安が悪く日々の生活にストレ
スがたまってしまったため引っ越しを
することに。しばらく空き部屋を探し
ましたが全然見つからず。ヨーテボリ
というスウェーデン第二の都市では希
望の部屋が見つかるまで約4年待ちと
のこと、、、そんなに待てない！首都ス
トックホルムでは10年待ちもあるくら
いだそうです。

そこで思い切って、一度日本に住ん
でみようかということになりました。
せっかくうまくいっていたバンドを辞
めることになるので苦渋の選択でした
が流石に遠すぎて続けることができ
ないので諦めることに。メンバーに申

し訳ない気持ちでいっぱいでした。

ちなみに写真は世界で一番臭い食
べ物と言われている「シュールストレミ
ング」。
せっかくスウェーデンにいたのだか
ら一度は食べておかないと！と義母が
用意してくれました。
缶詰を開ける時は必ず屋外で手袋
をしておかないといけません。
味は臭すぎてよく分かりませんでし
た（苦笑）

そして2007年、日本に引越し。
海外に5年くらい住んでいたので、
最初は少し浦島太郎的な感覚でした。

今回も読んでいただきありがとうご
ざいました。
次回は、「日本でドラム人生再スター
ト編」です。

戦後の人気トランぺッター・ビッグバンド、レイ・アンソニー楽団を聴く

▲④RAY ANTHONY in JAPAN
　／Ray Anthony

▲③Jam Session At The Tower
　／Ray Anthony

▲②Plays Dream Dancing
　／Ray Anthony

▲①I remember Glenn Miller
　／Ray Anthony

音友レコード倶楽部Report　Jazz Date（ジャズファンの集い） 2024年3月コンサート

「明るい人」と一緒にいるのは楽し
い。難しい言葉で表現する必要もな
く、ただ素直に楽しいと思える時間が
そこにある。無邪気に人を応援するこ
とができ、優しさを見せることができ
る人と接すると、僕は心の底から尊敬
を感じる。
物事の成功には自分の才覚や努力、
工夫が必要だが、実は「周囲にいる人」
という環境条件も同じくらいに重要
だ。どんな人にも浮き沈みはあるが、
そもそも浮くためには周囲のサポート
が必要であるし、沈んでしまったとき
には自分の力だけでは上がってこれな
いだろう。ただ、ここにも無情な現実
があるのも事実だ。
先日、地元のスポーツチームの試合
を観戦した。チームは惜しくも敗退し
てしまい、周囲の観客からはため息が
漏れていた。「もう観にくるのやめよ

う」、そんな声すら漏れ聞こえていた。
人は、本当に応援が必要なときに限っ
て「応援したくなくなる」ものだ。勝ち
続ける強い者を応援したいものであ
り、弱者は見放されてしまいがちだ。
今、本当に応援が必要なのはどちらな
のだろうか。そして、こんなときに「明
るい人」がいれば、どれほど救われる

　毎日のように閑と時間はたっぷり
で、気まま足の向くまま風まかせ まま
ならないのは金と秋空なんてフーテン
の寅さん気取りで嘯いてると、そこは
葛飾、柴又、帝釈天ならぬニューヨー
ク、マンハッタン、ビレッジの映画館、
寅さんの郷愁が呼び込んだのか「東京
物語」と看板があり原 節子のポスター
が。入りました。観ました。たいへん
面白かったです。初めて「小津安二郎」
監督の映画を観ました、定かにでは彼
の名前すら知らなかったのですが、そ
れ以後大ファンになり無声映画も含め
色々観ました、笠智 衆、杉村 春子をは
じめ味のある俳優らを起用し、彼らが
小津映画を作り上げてる感じもありま
した。戦後間もない1953年に作られ
た「東京物語」をビレッジで、幸運でし
た。他の小津作品も淡 と々した映像の
中に戦後の情景もあり、僕の幼少の頃
とも重なり合う背景で変哲も無い日常
を物語に仕立て上げてます。ある種
ポップアートのコンセプトにも繋がり、
それでビレッジでもと。又、６０年代
ころの外国映画、特にイタリア映画の
中にもなにか繋がるところがあるの
は。共に第二次世界大戦での敗戦国
である事が一因ですかね。

　今年アカデミー賞で「オッペンハイ
マー」、「ゴジラ」等戦争、核がテーマで
もある映画が話題になり、世界では現
実に戦争が起きている今日この頃、今
回小津安二郎作品等を思い起こさせ
たのも何か時代の因縁を感じさせま
す。早く現実の戦争が終わり現実の
戦後が来て、新しい戦後の文化に期待
したいし興味があります。

　他にビレッジ界隈の映画館へ観に
行ったのは英語が分からなくても面白
いチャップリンの映画、その映画館は
相当長い間チャップリン映画を上映し
てたので何回も行きました。日本で観
た「独裁者」以外無声映画も含めて大
体は観た感じでした。表現手段として
の映画の醍醐味を観ました。

　今は無きビレッジゲートへ行きまし

た、食事メニューもけっこう有りキャ
シュ オン デリバリーでした。マッコイ・
タイナーのライブでした。コルトレー
ンのバンドを離れてから６年ぐらい
経った頃でジョー・ヘンダーソンやソ
ニーロリンズ等と共演してた時期でし
たが、その日はソロでマイフェバリット
シングスなどコルトレーンとゆかりのあ
る曲を彼に捧げるかの様に熱演し、琴
（韓国の伽耶琴カヤグムかも）の演奏も
お披露しました。そんな彼も数年前に
この世を去りました。

２０年程前骨董通りに在った東京ブ
ルーノートにコンガとトランペットの
ジェリー・ゴンザレスや出始めて間も
なかったコンガのジョバンニ・イダルゴ
等を引き連れてラテンJAZZバンドで
来た時を思い出します。

マッコイがラテンをと思い行きました。
ラテンのフレーバーにマッコイの
JAZZがコラボしたライブでした、クー
ルなラテン。マッコイのラテンジャズ
よかったです。

　僕は子供の時から動物の事が異常
に好きで、小学校４.5年の頃、後楽園
競輪場特設会場（競輪場は1973年休
止）で開催された世界動物博覧会には
最初一人で行ってアフリカゾウ（アフリ
カゾウが初めて日本に来た時と思う）
を見たのに興奮し日を改めて大好き
だった理科の神山鈴子先生を連れ出
して行きました。僕の初デートだった
かも。そして写真を撮って解説した動
物辞典を作るほどでした。

なので当然セントラルパークの動物園
へ行きました。特筆はマンドリル、他
の動物園でも見てますが、このマンド
リルは大柄で顔は勿論、腰から尻の紫
色・・・絵にも画けない美しさで、もしマ
ンドリルユニバースがあるならば優勝
でしょう。ゴリラ、これも大柄で立ち
上がった姿はキングコングを彷彿さ
せ、床掃除の溜まり水を手ですくい見
物人にひっかけてキャーキャー言わし
てました。虎はアフガニスタン カブー

ことだろうか。
路上で歌うミュージシャン。観客は
僕だけだ。彼には応援が必要なのか、
それとも彼自身が僕を応援しているの
か。暗い空の下、雑踏にかき消されそ
うな歌声は、ろうそくのようにほんの
少しの明るさを見せていた。

パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

ルの動物園で見たのが最高なのです
が、セントラルパークのは餌やりのおじ
さん(曲者の感じ)が檻の鉄格子の間
隔いっぱいの分厚い肉の塊を差し入れ
ると待ってたとばかり唸りと共に駆け
寄り前足から剝き出した鋭い爪で肉塊
を引き寄せ牙をむき、あっという間に
平らげてしまいました．間近で見たの
で迫力ありました。ニューヨークの動
物園だからこそかもしれません。後日
又行きました。

次号へ　　ポヘーパ

▲マンドリル

▲McCOY TYNER 
/ ENLIGHTENMENT

▲チャップリンの独裁者

▲東京物語

DJタイムに引き続き行われた持ち
寄りタイムでは参加の皆さんより各種
ヴォーカルアルバムが集まり、さなが
ら新旧・男女ヴォーカル特集となりま
した。
まず今回初参加の方より、札幌のラ
イブハウスのオーナーでもある黒岩静
枝さんの自主制作盤CD「MAKE ALL 
MY DREAMS COME TRUE,DAY 
BY DAY」（1988、写真①）の紹介があ
り、"ルート66"を鑑賞しました。
黒岩さんは若い頃ベトナム米軍キャ
ンプめぐりをされ、その苦労が彼女の
歌ををソウルフルなものにしていると
感じました。続いて同じ方よりご自身
が大好きであると仰るナット・キング・
コールより1963年の来日時、東京赤
坂のナイトクラブ「ニュー・ラテン・

クォーター」でのライブCD「Live at 
NewLatinQuarter」（写真②）より日
本語で唄う"ラブ・イズ・ア・メニー・ス
プレンダード・シング（慕情）"を紹介い
ただきました。くしくもこの時、発行中
のMマガジン4月号にてこの「ニュー・
ラテン・クォーター」でのライブCDに
ついて特別寄稿で筆者がコラムを執
筆させていただいており、時宜を得た
鑑賞となりました。
日本でも人気があり一時期、日本に
移住したこともあるヘレン・メリルの
「parole e musica（邦題：ローマのナ
イト・クラブで）」（1960、写真③）より
"ナイト・アンド・デイ"。ヨーロッパを
巡っている時にイタリアでレコーディ
ングされ、各曲が始まる前にイタリア
語に訳されたその曲の歌詞が朗読さ

れるという風変わりなアルバム。イタ
リアのミュージシャンをバックにほぼ
ストレートに唄いながらも、彼女の「た
め息」が感じられる好盤。
フレンチ・ポップスの旗手のひとり、
クレモンティーヌの 「ils et elle」
（1994、写真④）よりフランシス・レイ
の"男 と 女"。彼 女 の「En Prive」
「Long Courrier」に続く、旅情3部作
といわれる3作品目。彼女のウィス
パー・ヴォイスが心地良い。
その他、テルマ・ヒューストンの「I've 
Got the Music in Me」、憂 歌 団 の
リードヴォーカル木村充揮の「KIMURA 
SINGS Vol.1 MOON CALL」、クロ
ディーヌ・ロンジェの「Run Wild, Run 
Free」など、男女ヴォーカルをたっぷり
堪能した休日の午後でした。

Ohba Akihiro

DJ担当：大場 アキヒロ

3月のちょっと肌寒い休日にヴォーカルアルバムで盛り上がり

▲④ils et elle／Clementine▲③parole e musica
　／Helen Merrill

▲②Live at NewLatinQuarter
　／Nat King Cole

音友レコード倶楽部Report　持ち寄りタイム（持参レコード/ＣＤを楽しむ集い）2024年3月コンサート

▲①MAKE ALL MY DREAMS COME 
　TRUE,DAY BY DAY／黒岩静枝  
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